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り

細

縄

で

倍

は

八

0
％
開
い
た
時
を
一
番
良
い

釜

等

支

給

法

が

施

行

に

な

っ

て

お

り

満

三

オ

か

ら

満

六

0
オ

ま

で

の

者

者

が

常

時

修

珪

業

務

に

征

事

し

、

一

千

鳥

に

と

め

て

行

く

＇

取

り

時

季

と

し

て

い

る

。

そ

う

す

る

ま
す
。
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ま
◎
四
月
二
八
日
{
三

O
日

定

の

規

格

に

あ

つ

た

店

で

あ

り

、

需

g

水

樹

け

引

き

事

が

光

沢

の

良

い

品

と

な

り

乾

燥

も

賜
・
パ
ラ
チ
フ
ス
予
注
第
二
回
用
者
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ラ
ジ
床
面
に
水
が
揚
ら
な
い
よ
う
に
注
容
易
で
あ
る
。

で
引
続
き
六
ヵ
月
以
上
本
邦
以
外
の

一

地

域

に

生

活

の

本

拠

を

有

し

て

い

た

一

―

オ

店

で

あ

り

ま

す

。

訟

す

る

1
取
近
ド
ラ
ム
眺
利
用
の
T
]
燥
場
が

i

者

が

該

当

者

で

す

。

本

村

で

は

第

一

一

家

族

計

画

に

つ

い

て

建

つ

て

い

る

が

此

の

利

点

と

し

て

は

一
胄
晨
喜
〗
メ
毛
，

i
／
ー
！
経
貨
少
な
く
て
建
て
ら
れ
る

｀

の

申

訥

を

さ

れ

た

方

は

給

付

金

支

＿

）

[
[
[
[
[
〗

[
O
[〗
攣
＝
訂
言
―
`
[
[
[
げ
[
＿
冒
二
口
喜
冒

り

、
—
計
画
諮
習
会
及
個
人
指
迅
の
喫
施
に
つ
—

｝
者
は
村
厚
生
係
へ
相
談
せ
ら
れ
て

｀
に
請
求
の
手
統
を
と
つ
て
下
さ
い
i
い
て
は
、
三
月
上
旬
第
一
回
を
村
内
九
一
五
い
い

L
〖
戸
〗
[
-
―
贔
言
＿

□戸
〗
―
二
、
三
防
間
で
出
一

杯
胄
し
1

統
燥
場
は
補
恥
よ

E

と
し
て
必
要
で

用
紙
は
村
役
場
に
あ
り
ま
す
か
ら
利
一
地
区
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
が
、
第
二
i

の

ウ
カ
ン
程
度
の
固
さ
に
一

ィ

一
回
八
月
中
に
第
三
回
十
二
月
中
に
実
施

-
t

用
し
て
下
さ
い
。

一
あ
る
。

ず

る

予

定

で

あ

り

ま

す

か

ら

、

第

一

回

苗

な

々

の

を

待

っ

一

行

軍

予

定

同

様

多

数

の

協

力

を

頴

い

ま

す

。

一

日

咀

床

面

を

四

尺

二

寸

溝

ご

魯

椎

茸

裁

培

に

っ

い

て

魯

ー

仕

上

り

も

怒

風

乾

燥

と

変

ら

な

い

光

、J
I

i

本

村

は

厚

生

省

の

指

定

村

と

な

っ

文

沢

を

有

し

て

い

る

，

慧

厚

生

係

（

衛

生

担

当

）

で

襄

保

八

寸

に

区

劃

し

縄

を

引

｀

き
鋭
で
切
り
深
さ
を
一
―
―
一
椋
菌
の
植
ぇ
付
は
ほ
と
ん
ど
終
了
し
一
尚
ド
ラ
ム
罐
利
用
乾
燥
現
ぶ
叉
育
写

旭
し
ま
す
、
乳
児
検
診
、
予
防
接
種
ー
お
る
関
係
で
必
要
と
す
る
器
具
薬
品
に
一
・

て
は
、
価
格
が
安
価
で
配
布
で
き
一
寸
程
掟
に
溝
土
を
床
面
に
揚
げ
る
。
た
と
思
い
ま
す
。
紺
の
だ
ん
だ
ん
伸
び
一
真
の
写
が
組
合
に
準
備
し
て
い
ま
す

等
に
つ
き
左
記
予
定
表
の
通
り
計
画
る
ぃ

．

る

気

温

は

C
二
ニ
度
ー
ニ
六
度
で
あ
る
：
の
で
御
利
川
下
さ
い
。

し
て
お
り
ま
す
の
で
御
承
知
の
上
、
一
ま
す
か
ら
保
促
姉
に
相
談
し
て
下
さ
い
一

2
床
面
な
ら
し

荒
く
だ
き
が
出
来
る
と
溝
へ
水
を
一
の
で
植
ぇ
付
は
一
日
も
早
く
終
つ
て
下
i

該
当
者
も
れ
な
く
受
検
診
‘
接
種
せ
一
。
家
族
計
画
に
つ
い
て
は
保
健
婦
が
相
i一
引
ぎ
床
面
へ
充
分
水
を
か
け
八
反
一
さ
い
。
似
え
付
け
で
特
に
入
を
付
け
る
i
ー

ら
れ
る
よ
う
御
趾
い
し
ま
す
。
一
談
に
何
時
で
も
応
じ
ま
す
か
ら
申
出
て
1

摺
で
な
ら
す
仕
上
げ
は
四
尺
五
寸
二
學
は

尚
こ
れ
は
三
月
、
四
月
分
で
あ
り
—
下
さ
い
。
人
の
秘
密
に
関
す
る
こ
と
に
一
程
度
の
長
さ
七
分
板
で
き
れ
い
に
一

1
種
菌
の
入
っ
て
い
る
ピ
ン
は
割
つ
て

う
、
て
は
一
切
も
ら
さ
ぬ
こ
と
に
つ
と
一

,
-
．

o
 

し

ま
す

予

定

表

―

め

て

お

り

ま

す

の

で

安

心

し

て

御

相

談

i

な

ら

す

，

＿

成

丈

塊

の

ま

4

か
ぎ
な
が
ら
指
先
で
一

詮

-
3
肥
料
ま
き

一
下
さ
い
。

◎
三
月
二
四
日
し
二
七
日

一

化

学

肥

料

が

主

体

と

な

つ

て

い

る

一

ん

百

日

咳

予

注

第

一

回

i

-

＊

愛

媛

県

サ

ー

ピ

ス

店

運

勁

一

と

中

央

部

が

多

肥

に

な

る

お

そ

れ

一

2
フ

該
当
者
初
回
免
疫
，

昭
三
て
―
二
、
一
日

l
昭

三

一

の

推

進

に

つ

い

て

＊

一

が

あ

る

か

ら

注

窪

す

る

一

し

夜

-

4
柿
ま
き

、
三
0
日
間
の
出
生
一

1
 

I'.

一―

―

サ

ー

ビ

ス

店

運

劾

は

蒻

業

対

策

の

一

一

坪

当

二

し

三

合

播

に

す

る

（

一

尺

み

者

し

て

販

売

方

法

の

公

正

化

、

消

貨

一

角

に

i

-

＿

百

粒

程

度

）

紋

、
昨
年
の
該
当
者
で
注
射
を
受
け
一
環
と

一

良

心

的

な

販

売

業

者

の

育

ー

5

覆

土

に

依

．

な

か

っ

た

も

の

／

，

者

の

保

駁

‘

―

び
に
商
業
経
営
の
合
坦
化
を
は
l

稲
子
が
か
く
れ
る
程
度
坪
当
り
約
が
お

追

加

免

疵

昨

年

三

回

接

租

済

成

な

ら

一

か

り

、

産

莱

の

振

興

に

迂

す

る

こ

と

竺

様

で
一
斗

み
の
者

童
量

主
眼
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
ー

6
焼
も
み
か
ら
か
け

＠
四
月
七
日

i
十
二
，
日

百
日
咳
第
二
回
、
乳
児
検
診
通
商
産
業
省
が
本
述
助
の
商
品
を
指
一
土
が
み
え
な
い
程
度
坪
当
八
升

l
時
に

た

も

の

の

う

ち

、

ま

ず

ラ

ジ

オ

に

―

―

斗

を

平

均

に

撒

布

す

る

が

大

乳

児

検

診

該

当

者

昨

年

中

の

定

し

i

水
分

出

生

者

―

つ

い

て

選

定

を

い

た

し

て

ま

い

り

ま

し

-

7
油
紙
か
け

ー

1

。

一
、
O

Q

二
―
‘
八
0

二
一
、
八
〇

ニ
四
‘
1
0

二
五
、
0
0

I I 

迅
ヽ

r

.

 ，
 

ー

マ

,:. 

ッ

荏

連

市

売
の

相

場

肱
川
ト
ラ
ッ
ク
土
場
値

-
r
o
o
 

.1ー・一五
0

0

其
ノ
弛

（
三
月
八
日
）

つ
い
先
日
ま
で
雷
や
木
姑
に
な
や
ま

ぎ
れ
、
ゐ
ろ
り
の
火
に
こ
よ
な
い
愛
着

を
感
じ
て
い
た
が
、
三
寒
四
温
は
あ
る

に
し
て
も
、
そ
れ
で
も
次
第
に
陽
気
が

好
く
、
春
の
気
配
は
一
段
と
濃
く
な
っ

て

き

た

。

．

学
校
も
四
月
か
ら
新
し
い
発
足
を
す

る
が
、
四
月
を
迎
え
る
と
何
か
希
望
の
一

ょ
う
な
も
の
を
持
ち
は
じ
め
る
。
一

し
か
し
、
陽
気
が
よ
い
と
言
っ
て
も
一

希
叡
を
温
く
包
ん
で
は
く
れ
な
い
世
相

で
も
あ
り
現
実
の
世
界
は
苦
労
が
多
ぃ
―

そ
う
か
と
言
っ
て
く
ぢ
け
て
も
お
れ

な
い
、
木
や
草
に
負
け
ず
、
一
そ
う
生

き
生
き
と
し
た
希
ザ
を
も
つ
て
、
活
気
i

の
あ
る
努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
．

一
二
月
と
言
え
ば
年
末
に
も
似
た
脳
じ
一

で
忙
し
い
日
を
送
る
が
、
四
月
は
又
正

月
に
も
似
た
絨
持
で
、
気
持
を
新
ら
し
一

く

し

て

臨

み

た

い

と

も

思

う

。

一

名
必
ー
ー
／
）
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